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沖縄県における日常食品からの環境汚染物質等の一日摂取量調査(2005)*

照屋菜津子・古謝あゆ子・大城直雅・玉那覇康二

Studies on Daily Intake of Environmental Chemicals from Diet in Okinawa (2005)

Natsuko TERUYA, Ayuko KOJA, Naomasa OSHIRO and Koji TAMANAHA

要旨：1977年から開始された日本におけるトータルダイエット調査（食品汚染物質の一日摂取量の評価）の一部とし

て，2005年の沖縄県における日常食品からの環境汚染物質一日摂取量調査が実施された．2005年の調査結果は以下の

とおりである．

1)　有機塩素系農薬は，昨年は全く検出されなかったが，今年は例年どおり，Ⅹ群（魚介類）からp,p’-DDEのみが検出

された. PCBは昨年に比べ，Ⅹ群は増加，ⅩⅠ群（肉・卵）は若干減少し，全体では増加した．

2)　有機リン化合物は，例年どおり，クロルピリホスメチルがⅡ,Ⅲ群（雑穀・芋，砂糖・菓子）から検出された．

3)　有機スズ化合物は，例年どおり，Ⅹ群からTBTCのみが検出され，検出限界値に近い値であった．

4)　必須金属は, Na，Mgが例年より高めで，Kは低めであり，その他は例年どおりであった．

5)　有害金属は，Cdが5年ぶりに30μgを超え，特にⅠ群（米）からの寄与が大きかった．Pbは，今年は昨年の半分以

下に下がり，昨年，寄与が大きかったⅨ群（嗜好飲料）から，今年は全く検出されなかった．Asは例年よりやや高

めで， Hgは例年どおりであった．

Abstract: The daily intake of environmental chemicals from diet in Okinawa prefecture in 2005 was studied as a part 

of total diet study in Japan (estimation of daily dietary intake of food contaminants), conducted since 1977. Results in 

2005 are given below;

1)　While the organochloric pesticides weren’t detected at all in last year, only p,p’-DDE was detected from groupⅩ

(fishes) in this year as usual. PCB was more detected from groupⅩ, and less detected from groupⅩⅠ(meat/egg), 

totally more detected than last year. 

2)　About organophosphorus pestiside, chlorpyrifosmethyl was detected from groupⅡ,Ⅲ (millet/potato, sugar/

confection-ery) as usual. 

3)　About organic tin compound, only TBTC was detected as much as a detection limit value from groupⅩ.

4)　About essential metals, the daily intake of Na, Mg were more than usual years’ average, and that of K was less 

than usual years’ one and that of the other metals were as much as usual.

5)　About heavy metals, the daily intake of Cd exceeded 30μg after an interval of five years, that was contributed by 

groupⅠ(rice), especially. That of Pb in this year decreased less than a half of last year’s one, because that wasn’

t detected at all from groupⅨ (tasty drink) which contribution was big in last year. The daily intake of As was a 

little more than usual years’ and that of Hg was as much as usual.

Key words：一日摂取量調査 total diet study，日常食品diet，有機塩素系農薬 organochlorine pesticide，

　　　　　　有機リン系農薬 organophosphorus pestisides，有機スズ organic tin，一日摂取量 daily intake，

　　　　　　必須金属 essential metals，重金属 heavy metals

* 本研究は厚生科学研究(日常食中の汚染物質摂取量及び汚染物モニタリング調査研究)の一部分担として実施した
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Ⅰ  はじめに
　わが国における食品汚染物の摂取量調査(トータルダイ

エット調査)は1977年に開始され，国立医薬品食品衛生研

究所を中心に地方衛生研究所8～12機関の協力のもとで

継続実施されている．2005年は新潟から沖縄までの地方

衛生研究所8機関の参加のもと実施した.

沖縄県は，1988年より本調査研究に参加し，調査結果を

逐次報告してきた．前回に続き，2005年に実施した調査

結果について報告する．

Ⅱ　調査方法
　試料は，平成13年国民栄養調査結果1)の地域ブロック別

食品群別摂取量(南九州)に基づき選定し，既報2)に準じて

マーケットバスケット方式により収集，分別した．

試料の調製法，分析方法については既報2)に準じ，分析項

目は昨年と同様，以下の66項目であった．

１．有機塩素系化合物 (23)

α-HCH, β-HCH, γ-HCH, δ-HCH, o,p’-DDT, o,p’-DDD, o,p’

-DDE, p,p’-DDT, p,p’-DDD, p,p’-DDE, γ-Chlordene, trans-

Chlordane, cis-Chlordane, trans-Nonachlor, cis-Nonachlor, 

oxy-Chlordane, HCB, Heptachlor, Heptachlor　-Epoxide, 

Dieldrin, Aldrin, Endrin, PCB

2. 有機リン化合物 (28)

Diazinon, PAP, MPP, EPN, Parathion, MEP, Malathion, 

Ch lorpyr i fos ,  Ch lorpyr i fosmethy l ,  CVP ,  DDVP, 

Dimethoate, Phosalone, Butamifos, Edifenphos, Etrimfos, 

Fensulfothion, Methylparathion，Pirmiphosmethyl, 

Prothiophos, Quinal-phos,  Terbufos,  Thiometon, 

Cadusafos, Ethoprophos, Tolclofos-methyl, Fosthiazate, 

Pyraclofos

3. 有機スズ化合物（2）

TBTC, TPTC

4. 金属類 (13)

(1)必須金属（9）

  Na, K, Ca, Mg, P, Fe, Cu, Mn, Zn

(2)有害金属 (4)

Pb, Cd, As, Hg

Ⅲ　結果及び考察
　各物質の食品群別分析結果および一日摂取量を表１～３

に示した．また，沖縄県における汚染物質等の一日摂取

量の年度別推移および全国平均値3),4)，ADI値(Acceptable 

Daily Intake：一日許容摂取量)または一日所要量との比較

を表4に示した．

１．有機塩素系化合物

　有機塩素系農薬の一日摂取量は，右肩下がりで減少し

ており2)，2002年以降はⅩ群（魚介類）からp,p’-DDEの

みが検出されていた．昨年は全ての群で全項目が検出さ

れなかったが，今年は再びⅩ群からp,p’-DDEが0.0405μg

検出された．

　PCBの一日摂取量は，Ⅹ群は昨年の1.1749μgに比べ，

1.7709μgと増加した．ⅩⅠ群（肉・卵類）は昨年度の

0.8201μgから0.7049へと若干減少した．ⅩⅡ群（乳

類）は昨年度0.1683μgの検出があったが，今年は検出

されなかった．総PCBの一日摂取量は，昨年の2.1633μg

に比べ今年は2.4758μgと増加した．

２．有機リン化合物

　有機リン系農薬は，クロルピリホスメチルがⅡ,Ⅲ群

（芋・穀類，菓子類）から検出され，昨年までと同様の

傾向を示した．

３．有機スズ化合物

　有機スズ化合物の一日摂取量は，昨年は0.22μgと低

い値であったが，今年は0.14μgとさらに低くなり，ほぼ

検出限界値に近い値となった．検出されたのは，Ⅹ群の

TBTCのみであり，これは例年と同じ傾向であった．

４．金属類 

(1)必須金属

　昨年は，Caを除いて全体的に例年より高い値であった

が，今年はCa，Fe，Cu，Mn，Zn，Pは，ほぼ例年どおり

の値であり，Na，Mgが例年よりもやや高めで，Kはやや

低めであった．

(2)有害金属

　Cdについては，平成13年以降は20μg台で推移してい

たが，38.0μgと5年ぶりに30μg台と高くなった．特に

Ⅰ群（米類）が20.2μgと寄与率が高かった．Pbは昨年が

55.8μgと非常に高かったのに対し，今年は20.8μgと半

分以下と大きく下がった．昨年はⅨ群（嗜好飲料）から

22.5μgとⅠ群と同程度の大きな寄与があったが，今年は

検出されなかった．昨年Ⅸ群から多量に検出されたのは，

採取項目変更で清涼飲料水が加わったのが原因の一つで

はないかと思われたが，今年は昨年と同じ品目を採取し

ていることから，これが原因とは考えにくくなった．As

は例年よりもやや高めの266.7μgであった．Hgは例年と

同様な6.79μgであった．
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Ⅳまとめ
　沖縄県における2005年の日常食品からの環境汚染物質

等の一日摂取量調査を，国民栄養調査の食品群別一日摂

取量（南九州ブロック）に基づき，マーケットバスケッ

ト方式により試料を調製し，実施した．

１．有機塩素系農薬は，昨年は全ての群で全ての項目

が検出されなかったが，今年はⅩ群からp,p’-DDEの

みが検出された．PCBは昨年に比べて，Ⅹ群は増加，

ⅩⅠ群は若干減少し，全体では増加した．

２．有機リン化合物は，例年同様，クロルピリホスメチ

ルがⅡ,Ⅲ群から検出された．

３．有機スズ化合物は，例年同様，Ⅹ群からTBTCのみが

検出され，検出限界値に近い値であった．

４．必須金属は, Ca，Fe，Cu，Mn，Zn，Pは，ほぼ例年

どおりの値であり，Na，Mgが例年より高めで，Kは

低めであった．

５．有害金属は，Cdが5年ぶりに30μgを超え，特にⅠ群

からの寄与が大きかった．Pbは，昨年が55.8μgと

高かったが，今年は20.8μgと昨年の半分以下と大き

く下がった．昨年はⅨ群からの寄与が大きかったが，

今年は検出されなかった．Asは例年よりやや高めの

値で， Hgは例年と同様の値であった．
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表1．有機塩素系化合物の群別分析結果および一覧表（2005年）
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表2．有機スズおよび有機リン系農薬の群別分析結果および一覧表（2005年）
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表3．金属類の群別分析結果および一覧表（2005年）

表4．沖縄県における汚染物及びその他の金属類の一日摂取量年推移及び全国平均値，ADI値との比較．




